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　仕事柄、私のもとに訪れる若手演奏家は数多い。最近の若手は
ヴァイオリンでもピアノでも実によく弾ける。それは大きな才能
だ。だがそのテクニックを駆使して何を弾くのだろうか…。球の
速さだけでは大谷翔平にはなれない。プロとして世界の第一線で
生き抜くには「術」がいる。表現したい音楽を持っていることは
一流の演奏家の要、最大の「術」だ。そしてそれは、優秀なテクニッ
クを駆使できるか以上に重要なことだ。TOPPANホールの主催公
演に起用するかどうかという視点で申し上げるなら、この人で
なければならないどんな音楽や表現を持っているかが最大の key

となる。
　2003年生まれの本堂竣哉は、5歳の時にグレン・グールドの 

《ゴルトベルク》の CD（1955年盤）と出会って衝撃を受け、 
ピアノを弾くという行為に魅了されたという。以来、この作品は、
自身の人生と共にあり続けて今日に至ったという。運命の曲と
いう意味では、グールドとの出会いだけで終わらない。音楽家・
本堂竣哉に決定的な影響を与えたもう一人の音楽家・小林道夫
も、長年クリスマスの時期に毎年《ゴルトベルク》を弾き続けた
アーティストだった。彼との出会いでグールドの呪縛からも脱皮し、
本堂の本当の個性が育まれるようになっていったという。ここ
でも《ゴルトベルク》が大きな鍵となっている。
　本堂は既に 2度 TOPPANホールの主催公演に出演している。
いずれも他の誰とも違う知的で情感豊かな独特の演奏を聴かせ、
聴衆の心を掴んだ。どちらのコンサートでも取り上げた J.S.バッハ

は柱となって彼の音楽世界の根幹を築く。さらには A.タルコフ
スキーの世界観に心酔し、大江健三郎に没頭する。〈ランチタイ
ムコンサート〉で弾いた武満の音楽はそこからすぐのところにあ
る。一方で、シューマンやロマン派の世界に深く沈潜する術

すべ

も
よく心得ている。年に似合わず、物事の本質を見極めんとし、
その上で、ピアノを弾くという行為を通じて見えているものを明
らかにし伝えようとする姿勢は、出会った頃から一貫している彼
の魅力であり、聴く度に深化している最大の持ち味だ。
　しかも彼の場合、このタイプの音楽家にありがちな、音や音楽
から垣間見えるひ弱さが微塵も感じられないのもいい。それどこ
ろかオホーツク海に近い北海道の大自然の中で育まれた健全な
精神を、大切に熟成、深化させてきたかのような逞しさが眩しい。
　昨年から TOPPANホールにある 1909年製ベーゼンドルファー
Model 250 はいろんなピアニストのイマジネーションを刺激する
が、本堂が初めて触れた時は、大作曲家がいまここで曲を作って
いるかのようなひらめきと愉悦に満ちていた。あの時間を再現し
たい、みなさんと共有したいと思い、25周年シーズンに急遽盛
り込んだ特別なリサイタルが本公演。ベーゼンドルファーModel 

250と本堂竣哉が、J.S.バッハの《ゴルトベルク変奏曲》で融合
する。あのジャン =クロード・ペヌティエをも魅了した本堂が出現
させる特別な音楽のひととき。その時間をぜひ一緒に体験して
ください。

プログラミング・ディレクター　西巻正史

5
歳
か
ら
魅
了
さ
れ
続
け
た“
ゴ
ル
ト
ベ
ル
ク
”

 

未
来
へ
の
憧
憬
を
胸
に
、バ
ッ
ハ
の
頂
を
越
え
る

―


	hondo_flyer_omote_260413.pdf
	hondo_flyer_ura_260413.pdf

